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国スポに向けて赤坂球場をリニューアル

１（左から）原田寿雄 佐賀県議会副議長、山口祥義県知事、松尾佳昭町長、
西有田球友クラブ 川久保紗那さん、松尾文則 町議会議長が開所式でテー
プカットを行いました / ２、３球場を見学する関係者

　

改
修
工
事
を
終
え
た
有
田
赤
坂
球
場
の
開
所

式
が
、
１
月
22
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
に
佐
賀
県
内
で
開
催
さ
れ
る
国
民

ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
軟
式
野
球
の
会
場
と
な
る
た

め
、
令
和
２
年
６
月
か
ら
改
修
工
事
が
始
ま
り

今
年
１
月
上
旬
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

ス
タ
ン
ド
棟
を
新
設
し
、
観
覧
席
を
４
９
０

席
設
置
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
両
翼
を
95
㍍
、
中
堅

を
１
２
０
㍍
に
広
げ
、
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
も
こ
れ

ま
で
よ
り
も
５
㍍
高
く
し
ま
し
た
。
ブ
ル
ペ
ン

を
１
塁
側
、
３
塁
側
に
新
設
し
、
そ
れ
ぞ
れ
２

組
が
使
用
で
き
ま
す
。
ま
た
、
球
場
外
に
防
球

ネ
ッ
ト
を
新
設
し
ま
し
た
。

　

開
所
式
で
は
、
関
係
者
や
利
用
者
代
表
が
あ

い
さ
つ
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
完
成
を
記
念
し
て
の
野
球
教
室
が
開

催
さ
れ
る
予
定
で
す
。　

今月の表紙
　有田町の初代観光

大使に就任した「鉄

道むすめ」キャラク

タ ー の「 西 浦 あ り

さ 」。 有 田 音 頭（ チ

ロリン節）の浴衣衣

装で町のＰＲ活動な

どをしていただきま

す。（関連記事９ペー

ジに掲載）
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令和３年度
明るい選挙啓発ポスターコンクール

審査結果

有
小
６
年　

今
村
太
一

西
中
２
年　

川
久
保
有
華

有
工
１
年　

池
田
藍
花

有
工
３
年　

浅
田
り
な

中
部
小
２
年　

志
賀　

誉

西
中
１
年　

森
本
美
桜
子

西
中
２
年　

川
久
保
光
莉

有
工
１
年　

原
田
陽
花

中
部
小
４
年 

諸
隈
か
れ
ん

有
工
１
年　

西
山
心
彩

有
中
１
年　

田
中
優
渚

西
中
２
年　

池
田　

花

公

特

入

特特特
入

入

特 特

入

入 入

入

有
工
１
年　

酒
井
こ
こ
ね

特

特

入 入
入

入

　公益財団法人明るい選挙推進協会は、明るい選挙啓発事業の一環として、小学生

から高校生までを対象に「明るい選挙啓発ポスターコンクール」を実施しました。

町における応募者は、小学生 10 人、中学生 25 人、高校生 17 人でした。

　町審査により特選３点、入選７点、県審査により特選５点、入選４点、中央審査

により公益財団法人明るい選挙推進協会会長・都道府県選挙管理委員会連合会会長

賞１点が入賞しました。入賞作品 13 点をご紹介します。（敬称略）

※賞の表記は次のとおりです。（　：公益財団法人明るい選挙推進協会会長・都道府

県選挙管理委員会連合会会長賞　　：県特選　　：県入選　特：町特選　入：町入選）

詳しくは▶選挙管理委員会事務局（総務課内）　☎ 46・2111

公
特 入
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ま ち の 話 題

農福連携の取り組みを高く評価
石橋茂さん・佳寿子さん農水大臣賞受賞１

27
　

地
域
農
業
振
興
に
貢
献
す
る

農
業
者
な
ど
を
表
彰
す
る
佐
賀

農
業
賞
の
「
先
進
的
経
営
者
の

部
」
で
、
石
橋
茂
さ
ん
・
佳
寿

子
さ
ん
夫
妻
（
下
山
谷
）
が
最

優
秀
賞
と
特
別
賞
と
し
て
農
林

水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

茂
さ
ん
は
両
親
と
共
に
ブ

ロ
イ
ラ
ー
事
業
を
主
軸
に
取

り
組
ま
れ
、
ま
た
、
自
ら
経
営

す
る
就
労
支
援
Ａ
型
事
業
所

に
業
務
を
委
託
す
る
な
ど
農

業
と
福
祉
の
連
携
を
実
現
さ

れ
て
い
ま
す
。

▲茂さんは授賞式で「受賞できたのは両親をはじめ皆さまの協力
のおかげ。これからも協力して取り組みたい」と話されました。

29

▲（右から）松浦鉄道の今里晴樹社長、観光大使に任命した鉄道
むすめ「西浦ありさ」のパネル、松尾町長。

町の初代観光大使に
鉄道むすめキャラクター「西浦ありさ」１

　

有
田
町
の
初
代
観
光
大
使

の
発
表
会
を
松
浦
鉄
道
有
田

駅
で
開
き
、「
鉄
道
む
す
め
」

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
西
浦
あ
り

さ
」
を
任
命
し
ま
し
た
。

　

鉄
道
む
す
め
は
実
在
す
る
鉄

道
会
社
の
現
場
で
働
い
て
い

る
と
い
う
設
定
の
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
。「
西
浦
あ
り
さ
」
は
松
浦

鉄
道
の
広
報
担
当
と
し
て
働
か

れ
て
い
ま
す
。
有
田
陶
器
市
や

松
浦
鉄
道
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
を
リ
ア

ル
で
も
バ
ー
チ
ャ
ル
で
も
発
信

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▲オンラインで協定締結式を行った中村俊介社長（右）と松尾町
長（左）。

２
３

STEAM 教育実践協定締結
しくみデザイン社と連携

　

福
岡
市
の
Ｉ
Ｔ
企
業
し
く

み
デ
ザ
イ
ン
社
と
町
は
、
Ｓ

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
実
践
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
。

　

同
社
が
開
発
し
た
文
字
を
使

わ
ず
に
ボ
タ
ン
操
作
の
み
で
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
が
学
べ
る
ア
プ

リ
「
ス
プ
リ
ン
ギ
ン 

ク
ラ
ス

ル
ー
ム
」
を
活
用
し
、
町
が
取

り
組
む
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
の
充

実
を
図
り
ま
す
。
社
会
教
育
や

義
務
教
育
課
程
で
実
践
し
、
教

員
ら
の
指
導
力
向
上
や
活
動
の

支
援
な
ど
で
連
携
し
ま
す
。　

　

１
有田警心館 団体で優勝４
第 4 回佐賀県中学生クラブ対抗柔道大会

　

ひ
ら
ま
つ
旗
争
奪
第
４
回
佐

賀
県
中
学
生
ク
ラ
ブ
対
抗
柔
道

大
会
が
、
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
サ
ン
ラ
イ

ズ
パ
ー
ク
総
合
体
育
館
柔
道
場

で
開
催
さ
れ
、
有
田
警
心
館
が

団
体
で
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

　

予
選
リ
ー
グ
を
全
勝
で
勝
ち

抜
き
、
準
決
勝
は
５
‐
０
で
大

和
中
Ａ
に
勝
利
し
ま
し
た
。
決

勝
は
昭
栄
中
Ａ
と
対
決
。
次
鋒

の
山
本
颯
太
郎
く
ん
（
有
中
２

年
）
と
、
中
堅
の
赤
石
翼
く
ん

（
有
中
２
年
）
が
勝
ち
２
‐
１
で

制
し
優
勝
を
決
め
ま
し
た
。

▲団体戦で優勝した有田警心館の選手と指導者。
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行政ナビ   ～  町からのお知らせ  ～行政ナビ   ～  町からのお知らせ  ～

　

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
（
第
２
弾
）
を

開
始
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
次
の
と
お

り
で
す
。

■
ポ
イ
ン
ト
申
込
開
始
時
期
等

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
さ
れ

た
方
で
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
第
１
弾
を

申
し
込
ん
で
い
な
い
方
に
対
す
る
最

大
５
０
０
０
円
相
当
の
ポ
イ
ン
ト

　
　

令
和
４
年
１
月
１
日
か
ら
開
始
し

て
い
ま
す
。
ポ
イ
ン
ト
付
与
の
条
件
と

し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
対
象

の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を
関
連
づ

け
る
作
業
を
行
い
、
作
業
完
了
後
、
チ

ャ
ー
ジ
等
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康
保
険

証
利
用
申
し
込
み
を
行
っ
た
方
に
対

す
る
７
５
０
０
円
相
当
の
ポ
イ
ン
ト

　

令
和
４
年
６
月
頃
か
ら
開
始
予
定
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康
保
険

証
利
用
申
し
込
み
は
現
時
点
で
も
可

能
で
す
。

③
公
金
受
取
口
座
の
登
録
を
行
っ
た
方
に

対
す
る
７
５
０
０
円
相
当
の
ポ
イ
ン
ト

　

令
和
４
年
６
月
頃
か
ら
開
始
予
定
。

※
②
③
の
詳
細
つ
い
て
は
、
内
容
確
定
後

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

マイナ
ポイント

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業（
第
２
弾
）を

開
始
し
て
い
ま
す

■
ポ
イ
ン
ト
申
し
込
み
の
対
象
と
な
る
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
期
限
等

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
期
限
▼

令
和
４
年
９
月
末

ポ
イ
ン
ト
申
込
終
了
時
期
▼

令
和
５
年
２
月
末

①
の
対
象
と
な
る
チ
ャ
ー
ジ
、
ま
た
は
買

い
物
期
間
▼
令
和
５
年
２
月
末
ま
で

■
申
込
手
続
き

　

ご
自
身
で
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
利
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

本
庁
舎
１
階
住
民
環
境
課
に
て
手
続
き
を

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

■
手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
に
つ
い
て

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
の
４
桁
の
暗
証
番
号
、
対
象
と

な
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
に
関
す
る
も

の
（
カ
ー
ド
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
）

②
の
健
康
保
険
証
利
用
申
込
に
つ
い
て

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
の
４
桁
の
暗
証
番
号

詳
し
く
は
▼
住
民
環
境
課☎

46
・
２
１
１
４

　

町
は
、
永
年
に
わ
た
り
、
町
政
の
発
展

な
ど
に
貢
献
し
て
こ
ら
れ
た
方
の
功
績
を

た
た
え
る
「
町
政
功
労
者
・
善
行
者
表
彰

式
」
を
２
月
４
日
に
有
田
町
役
場
で
行
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に

お
い
て
町
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
へ
感
謝
の

意
を
表
し
、
町
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
趣
旨
で
感
謝
状
を
贈
呈
す
る「
感

謝
状
贈
呈
式
」
を
併
せ
て
行
い
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
。（
敬
称
略
）

■
功
労
表
彰　

行
政
部
門

泊　

福
雄
（
上
内
野
）

　

永
年
に
わ
た
り
行
政
相
談
委
員
と
し
て

町
民
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
相
談

や
行
政
の
制
度
お
よ
び
運
営
の
改
善
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

原
口　

誠
（
南
原
）

　

永
年
に
わ
た
り
８
区
総
区
長
と
し
て
住

み
良
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
地
域
の
課

題
解
決
や
町
政
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

■
功
労
表
彰　

社
会
部
門

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
ま
び
こ
会

　

永
年
に
わ
た
り
広
報
有
田
の
朗
読
を
録

音
し
た
Ｃ
Ｄ
を
高
齢
者
等
へ
配
布
す
る

表彰

令
和
３
年
度
「
町
政
功
労
者
・
善
行
者
表
彰
式
」

「
感
謝
状
贈
呈
式
」
を
行
い
ま
し
た

▲ ( 左から）表彰を受けられた原口さん、泊さん、
百寿会 山口則久さん、やまびこ会 廣浩子さん

活
動
等
を
行
い
、
町
民
福
祉
の
向
上
に

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
善
行
表
彰

山
谷
切
口
老
人
ク
ラ
ブ
百
寿
会

　

永
年
に
わ
た
り
山
谷
切
口
区
内
の
清
掃

活
動
を
行
い
、
地
域
の
環
境
美
化
と
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
に
多
大
な
貢
献
を

さ
れ
て
い
ま
す
。

■
感
謝
状

　

今
年
度
は
民
生
、
保
健
衛
生
、
教
育
文

化
、
産
業
経
済
分
野
に
お
い
て
永
年
に
わ

た
り
貢
献
さ
れ
た
個
人
41
人
・
１
団
体
へ

感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

詳
し
く
は
▼
総
務
課　

☎
46
・
２
１
１
１
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町からのお知らせ行政ナビ３ 町からのお知らせ行政ナビ月

　

町
は
、
周
辺
住
民
の
防
災
、
衛
生
、
景

観
な
ど
の
居
住
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
、
ま
た
は
今
後
及
ぼ
す
お
そ
れ
の

あ
る
危
険
な
空
き
家
等
の
除
却
（
解
体
）

に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
中
（
令
和
５
年
２
月
末
ま

で
）
に
、
補
助
金
を
利
用
し
て
空
き
家
の

除
却
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
は
、
事
前
に

総
務
課
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
受
付
の
期
間
▼

令
和
４
年
４
月
15
日
（
金
）
ま
で

補
助
金
の
額
▼

⑴
老
朽
危
険
空
き
家
除
却
補
助
金

　

補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内
で
、

上
限
50
万
円
（
課
税
世
帯
は
上
限
25
万
円
）

⑵
不
良
住
宅
空
き
家
等
除
却
補
助
金

　

補
助
対
象
経
費
の
５
分
の
４
以
内
で
、

上
限
50
万
円

※
両
方
の
補
助
金
に
該
当
す
る
場
合
は
、

い
ず
れ
か
片
方
を
利
用
で
き
ま
す
。

相
談
の
際
に
持
参
い
た
だ
き
た
い
も
の
▼

建
物
・
土
地
の
所
有
者
等
の
情
報
が
分
か

る
書
類
（
登
記
事
項
証
明
書
、
土
地
・
家
屋

課
税
明
細
書
な
ど
）、
空
き
家
の
写
真
（
建

物
の
外
観
、
内
部
）
な
ど

そ
の
他
▼

　

補
助
を
受
け
る
場
合
は
い
く
つ
か
の
条

件
が
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
広
報
有
田（
令

和
３
年
12
月
号
）
ま
た
は
有
田
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
交
付
決
定

前
に
工
事
を
行
わ
れ
た
場
合
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。
補
助
要
件
を
満
た
し
て
も
他

の
空
き
家
の
状
態
や
予
算
の
関
係
上
、
解

体
工
事
の
開
始
を
お
待
ち
い
だ
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
▼
総
務
課　

☎
46
・
２
１
１
１

空き家
対策

空
き
家
の
除
却（
解
体
）補
助
金
利
用
の

事
前
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

　「ハンドサイン」とは、

道路を横断する際に、手を

上げる、ドライバーに顔を

向けるなどの行動のことで

す。自らの安全を守るため

に、ドライバーに対して横

断の意思表示を明確に行い

ましょう。

・ 車が止まっても周りの安

全を確認してから横断し

ましょう

・ 横断歩道のある場所付近

では、横断歩道を渡りま

しょう

・ 斜め横断や横断禁止区間

の道路の横断はやめまし

ょう

詳しくは▶総務課 

　　　　　☎ 46･2111

交通安全

ハンドサイン
で渡ろう！

　

３
月
13
日
、
27
日
の
日
曜
日
に
役
場
住

民
環
境
課
窓
口
（
立
部
）
を
開
庁
し
ま
す
。

　

引
越
し
の
た
め
の
転
入
、
転
出
に
か
か

る
手
続
き
が
行
え
ま
す
。

　

ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請

と
受
け
取
り（
要
事
前
予
約
）が
で
き
ま
す
。

※
東
出
張
所
で
は
行
い
ま
せ
ん
。

実
施
日
時
▼
３
月
13
日
、
27
日
（
日
）

　
　
　
　
　

８
時
30
分
～
12
時

※
関
係
機
関
へ
の
確
認
が
必
要
な
も
の
な

ど
、
お
取
り
扱
い
の
で
き
な
い
業
務
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
▼
住
民
環
境
課☎

46
・
２
１
１
４

休日
開庁

　

投
票
が
公
正
に
行
わ
れ
る
よ
う
投
票
に

立
ち
会
っ
て
い
た
だ
く
投
票
立
会
人
を
募

集
し
ま
す
。

選
挙
期
日
▼
４
月
10
日
（
日
）

場
所
▼
町
内
投
票
所
の
い
ず
れ
か

従
事
時
間
▼

・ 
午
前
の
部　

６
時
45
分
～
12
時
30
分

・ 
午
後
の
部　

12
時
15
分
～
18
時

・ 

終　
　

日　

６
時
45
分
～
18
時

報
酬
▼
午
前
の
部
お
よ
び
午
後
の
部
４
８

２
２
円
、
終
日
９
４
３
３
円

※
規
定
の
所
得
税
を
源
泉
徴
収
し
ま
す

※
終
日
従
事
者
に
は
弁
当
支
給
あ
り

※
交
通
費
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

応
募
資
格
▼
有
田
町
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
方
（
た
だ
し
、
投
票
所
に
現

地
集
合
で
き
る
方
に
限
り
ま
す
）

応
募
方
法
▼
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
３
月
８
日
（
火
）
ま
で
に
選
挙
管
理

委
員
会
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
応
募
者

多
数
の
場
合
は
抽
選
等
で
決
定
し
ま
す
。

※
申
込
書
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ
く
か
総
務
課
で

お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
▼
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
総
務
課
内
）　

☎
46
・
２
１
１
１

選挙

投
票
立
会
人
を
募
集
し
ま
す

令
和
４
年
４
月
10
日
執
行
予
定　

有
田
町
長
・
有
田
町
議
会
議
員
選
挙

３
月
13
日
・
27
日
の
日
曜
日
に

役
場
を
開
庁
し
ま
す
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行政ナビ   ～  町からのお知らせ  ～行政ナビ   ～  町からのお知らせ  ～

ご存じですか？
郵便等による不在者投票制度のご案内

選挙

　郵便等（郵便または信書便）による不在者投票制

度は、下記の対象者であり、かつ自書できる方が、

自宅などから郵送で投票できる制度です。

　制度を利用するには、事前に「郵便等投票証明書」

の交付を受けておくことが必要です。

対象者▶身体障害者手帳・戦傷病者手帳・介護保

険の被保険者証のいずれかをお持ちで、下表に該

当する方。

　郵便等による不在者投票

お持ちの
手帳の種類

障害名など 等級など

身体障害者
手帳

両下肢、体幹、移動
機能の障害

１級または２級

心臓、腎臓、呼吸器、
ぼうこう、直腸、小
腸の障害

１級または３級

免疫、肝臓の障害 １級～３級

戦傷病者
手帳

両下肢、体幹の障害 特別項症～第２項症

心臓、腎臓、呼吸器、
ぼうこう、直腸、小
腸、肝臓の障害

特別項症～第３項症

介護保険の
被保険者証

要介護状態区分 要介護５

　上記の「郵便等による不在者投票」の対象者で、

自書することができない下表の条件に該当する方

は、代理記載人の記載により投票することができ

ます。

　投票を行う場合は、郵便等投票証明書の申請の

ほか、あらかじめ代理記載人の届出などが必要で

すので、事前に選挙管理委員会へご相談ください。

　代理記載制度

お持ちの
手帳の種類

障害名など 等級など

身 体 障 害 者
手帳

上肢、視覚の障害 １級

戦傷病者
手帳

上肢、視覚の障害
特別項症、第１項症、
第２項症

詳しくは▶
選挙管理委員会事務局（総務課内） 　☎ 46・2111

（1）郵便等投票証明書の交付申請、証明書の交付
①「郵便等投票証明書交付申請書」に身体障害者手帳、

戦傷病者手帳または介護保険被保険者証のいずれか

の原本を添付し、選挙管理委員会宛てに申請する。

②選挙管理委員会より本人宛てに「郵便等投票証明書」

が送付される。

※証明書の有効期限は、要介護者は介護保険の被保険

者証に記載されている要介護５の認定の有効期間の

末日まで、要介護者以外は交付の日から７年間。

◇郵便等による不在者投票の流れ
（1）郵便等投票証明書の交付申請、証明書の交付
（2）投票の手続き

（2）投票の手続き
①投票用紙等請求書に「郵便等投票証明書」を添付し

て、選挙管理委員会に投票用紙と投票用封筒を請求

する。

※請求できる期間は、選挙期日の４日前まで。

※請求は選挙期日の告示（公示）日前から可能。

②選挙管理委員会より本人宛てに「投票用紙、投票用

封筒」が送付される。

③送付された投票用紙などは自分で記載（代理記載の

申請を行った場合は代理人が記載）し、それを内封

筒に入れて封をし、さらに外封筒に入れて封をし、

外封筒に投票記載年月日と投票記載場所を記入し、

署名する。そして、同封の返信用封筒に入れ、選挙

管理委員会へ送付する。

・ 不在者投票は、選挙の当日投票所を閉じる時刻ま

でに投票所に送付しなければならないため、それ

までに選挙管理委員会に届くよう早めに送付して

ください。

・ 他人になりすまして投票するなど、詐偽の方法に

より投票した場合は、２年以下の禁錮または 30 万

円以下の罰金に処せられます。

　ご注意ください
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町からのお知らせ行政ナビ３ 町からのお知らせ行政ナビ月

確定
申告

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り

申
告
期
限
ま
で
の
申
告
等
が
困
難
な
方
へ

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
期
限
内
の
申
告
等
が
困
難
な
方

は
申
告
期
限
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す

　

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
よ
る
感
染
の
急
速
な

拡
大
に
伴
い
、
確
定
申
告
期
間
（
申
告
所

得
税
：
２
月
16
日
～
３
月
15
日
）
に
か
け

て
、
感
染
者
や
自
宅
待
機
者
の
ほ
か
、
通

常
の
業
務
体
制
が
維
持
で
き
な
い
こ
と
等

に
よ
り
、
申
告
が
困
難
と
な
る
納
税
者
が

増
加
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
令
和
３
年

分
確
定
申
告
に
つ
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
申
告
等
が

困
難
な
方
に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年
４
月

15
日
ま
で
の
間
、
簡
易
な
方
法
に
よ
り
申

告
・
納
付
期
限
の
延
長
を
申
請
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
期
限
後
に
申
告
が
可
能

と
な
っ
た
時
点
で
、
申
告
書
の
余
白
等
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
延

長
を
申
請
す
る
旨
を
記
載
す
る
方
法
で
す

（
申
請
書
の
提
出
は
不
要
）。
記
載
方
法
等

は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

会
場
▼
伊
万
里
税
務
署

受
付
時
間
▼
９
時
～
16
時
（
平
日
の
み
）

詳
し
く
は
▼
伊
万
里
税
務
署　

☎
23
・

３
１
４
７　

音
声
案
内
「
２
」

■
町
・
県
民
税
の
申
告
期
間
も
延
長
し
ま
す

　

町
・
県
民
税
に
つ
い
て
も
、
申
告
所
得

税
の
延
長
に
伴
い
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
３
月
15
日
ま
で

に
申
告
が
困
難
な
方
に
つ
い
て
は
、
４
月

15
日
ま
で
申
告
期
限
を
延
長
し
ま
す
。
な

お
、
所
得
税
の
申
告
に
つ
い
て
も
、
引
き

続
き
受
け
付
け
ま
す
。

●
延
長
期
間

３
月
16
日
（
水
）
～
４
月
15
日
（
金
）

会
場
▼
役
場
庁
舎
税
務
課

※
臨
時
で
設
置
し
て
い
る
申
告
受
付
会

場
（
役
場
庁
舎
町
民
ロ
ビ
ー
、
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
講
習
室
）
は
３
月
15
日
（
火
）

ま
で
と
な
り
ま
す
。

●
受
付
時
間　

９
時
～
16
時
（
平
日
の
み
）

※
申
告
期
限
を
延
長
し
た
こ
と
に
伴
い
、

納
税
通
知
書
な
ど
の
発
送
が
例
年
よ
り

遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

詳
し
く
は
▼
税
務
課　

☎
46
・
２
７
３
６

軽
自動車

　

町
で
は
令
和
４
年
４
月
よ
り
、
一
定
の

条
件
を
満
た
す
商
品
軽
自
動
車
等
の
課

税
免
除
を
行
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
４
月
２
日
以
降
に
取
得
し

た
車
両
で
、
商
品
車
と
し
て
道
路
を
走
行

し
な
い
車
両
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
次
の

条
件
を
満
た
し
、
課
税
免
除
を
希
望
さ
れ

る
方
は
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
者
▼

①
古
物
営
業
の
許
可
を
受
け
て
い
る
者

ま
た
は
質
屋
営
業
の
許
可
を
受
け
て

い
る
者

②
賦
課
期
日
現
在
で
町
税
の
滞
納
が
な

い
者

対
象
と
な
る
車
両
▼

　

次
の
全
て
を
満
た
し
て
い
る
こ
と

①
販
売
を
目
的
と
し
て
、
賦
課
年
度
の

前
年
度
４
月
２
日
以
降
に
取
得
し
た

車
両
。

②
登
録
上
の
所
有
者
と
使
用
者
が
申
請

者
と
同
一
で
あ
る
こ
と
。

商
品
軽
自
動
車
等
に
対
す
る

課
税
免
除
を
行
い
ま
す

※
用
途
が
リ
ー
ス
車
、
試
乗
車
、
社
用
車
、

営
業
車
、
代
車
等
事
業
用
の
も
の
は

除
く
。

※
一
度
免
除
を
受
け
た
車
両
は
、
次
年
度

以
降
は
対
象
外
と
す
る
。

必
要
書
類
▼

・ 

商
品
軽
自
動
車
等
課
税
免
除
申
請
書

（
様
式
第
１
号
）

　

有
田
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
様
式
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
は
、

税
務
課
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

・ 

自
動
車
検
査
証
の
写
し

・ 

古
物
商
許
可
証
ま
た
は
質
屋
許
可
証
の

写
し

・ 

展
示
状
況
（
車
両
番
号
が
確
認
で
き
る
も

の
）
と
走
行
距
離
が
確
認
で
き
る
写
真

申
請
期
間
▼

４
月
４
日
（
月
）
～
４
月
15
日
（
金
）

※
期
限
厳
守
で
す
。
期
間
内
に
手
続
き
さ

れ
な
か
っ
た
場
合
は
課
税
免
除
が
で
き

ま
せ
ん
。

※
課
税
免
除
の
可
否
は
審
査
の
上
決
定

し
、
後
ほ
ど
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

申
請
場
所
▼
税
務
課
（
庁
舎
１
階
）

※
東
出
張
所
で
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
▼
税
務
課　

☎
46
・
２
７
３
６

③
商
品
車
両
と
し

て
一
定
の
場
所

に
展
示
さ
れ
、

道
路
を
走
行
し

な
い
も
の
。
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農家のことを知り尽くした農家のための年金です

安心で豊かな老後を

農業者年金 国が支える
　安心が大きくなる

■
農
業
に
従
事
さ
れ
て
い
る
方

が
加
入
で
き
ま
す

　

60
歳
未
満
の
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保

険
者
で
、
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
す

る
方
が
加
入
で
き
ま
す
。

　

農
地
を
持
っ
て
い
な
い
農
業
者
や
、
配

偶
者
や
後
継
者
な
ど
の
家
族
農
業
従
事
者

も
加
入
で
き
ま
す
。
脱
退
は
自
由
で
す
。

そ
れ
ま
で
に
支
払
っ
た
保
険
料
は
将
来
、

年
金
と
し
て
受
け
取
れ
ま
す
。

　

令
和
４
年
５
月
か
ら
は
、
60
歳
以
上
、

65
歳
未
満
の
国
民
年
金
の
任
意
加
入
者
も

加
入
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

■
年
金
資
産
は
安
全
か
つ
効
率

的
に
運
用
し
て
お
り
、
少
子

高
齢
化
に
強
い
年
金
で
す

　

自
分
が
必
要
と
す
る
年
金
額
の
目
標
に

向
け
て
、保
険
料
を
自
由
に
決
め
ら
れ（
月

２
万
円
～
６
万
７
千
円
）、
経
営
の
状
況

や
老
後
設
計
に
応
じ
て
い
つ
で
も
見
直
せ

ま
す
。

　

令
和
４
年
１
月
か
ら
は
、
35
歳
未
満
の

方
は
、
月
額
１
万
円
か
ら
加
入
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
認
定
農
業
者
で
青
色
申
告
を

し
て
い
る
方
や
、
そ
の
方
と
家
族
経
営

協
定
を
結
ん
だ
配
偶
者
・
後
継
者
な
ど

農業者年金は、農業者の老後の生活の安定とと
もに、認定農業者など一定の条件を満たす農

業者の保険料補助（政策支援）を通じて担い手の確

一
定
の
要
件
を
満
た
す
方
に
は
、
保
険

料
の
国
庫
補
助
（
月
額
最
高
１
万
円
）

が
あ
り
ま
す
。

■
終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の
保

障
付
き
で
す

　

原
則
65
歳
か
ら
生
涯
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
仮
に
80
歳
前
に
亡
く
な
ら
れ

た
場
合
で
も
、
80
歳
ま
で
に
受
け
取
れ
る

年
金
相
当
額
を
、
遺
族
に
死
亡
一
時
金
と

し
て
支
給
し
ま
す
。

　

令
和
４
年
４
月
よ
り
、
昭
和
32
年
４
月

２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
は
、
受
給
時
期

を
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

（
農
業
者
老
齢
年
金
）
65
歳
以
上
75
歳
未
満

（
特
例
付
加
年
金
）
65
歳
以
上

■
税
制
面
で
大
き
な
優
遇
措
置

が
あ
り
ま
す

　

支
払
っ
た
保
険
料
は
全
額
が
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
と
な
り
、
所
得
税
、
住
民

税
が
節
税
に
な
り
ま
す
。

年金は家族一人ひと
りについて準備する
ことが大切です！

老後の備えは国民
年金プラス農業者
年金が基本です！

保・育成を図る政策年金です。
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農業委員会からのお知らせ

詳しくは

▲

農業委員会事務局（農林課）
 ☎ 46・5616

独立行政法人農業者年金基金
☎ 03・3502・3942

http://www.nounen.go.jp/

　

農
業
委
員
会
は
、
農
地
転
用
許
可
申

請
が
あ
っ
た
場
合
、
申
請
農
地
の
周
囲

の
状
況
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
遊
休
農
地
や
農
地
の
無
断
転

用
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
、
年
間
を

通
し
て
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
に
よ
る
農
地
利
用
状
況
調
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

農
地
は
大
切
な
食
料
の
供
給
基
盤
で

す
。
一
度
農
地
以
外
に
転
用
す
る
と
元
に

戻
す
こ
と
が
難
し
い
こ
と
か
ら
事
前
の

手
続
き
が
必
要
で
、
違
反
転
用
な
ど
に

つ
い
て
は
罰
則
も
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

【（
例
）
違
反
転
用
は
３
年
以
下
の
懲
役

ま
た
は
３
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
】

　

無
断
転
用
や
転
用
許
可
に
係
る
事
業
計

画
ど
お
り
に
転
用
し
て
い
な
い
場
合
は
、

農
地
法
に
違
反
す
る
こ
と
に
な
り
、
工
事

の
中
止
や
現
状
回
復
の
命
令
が
出
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
自
己
所
有
の
農
地
で

も
許
可
な
く
貸
借
や
所
有
権
の
移
転
、
転

用
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

農
地
転
用
等
の
許
可
申
請
の
受
け
付
け

は
、町
の
農
業
委
員
会
で
行
っ
て
い
ま
す
。

◎
〔
農
地
法
３
条
許
可
〕

耕
作
目
的
の
農
地
の
権
利
移
動

◎
〔
農
地
法
４
条
許
可
〕

自
己
所
有
の
農
地
を
宅
地
、
駐
車
場
、

植
林
地
な
ど
へ
転
用

◎
〔
農
地
法
５
条
許
可
〕

宅
地
化
な
ど
へ
の
転
用
目
的
で
農
地
を

非
農
家
な
ど
へ
権
利
移
動

現地調査・農地パトロール

農地を農地以外の用途で使う場合は転用手続きが必要です

　

農
地
は
、
一
度
耕
作
を
や
め
て
し
ま

え
ば
、
再
び
農
地
に
復
旧
す
る
こ
と
が

難
し
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
管
理
さ
れ
て
い
な
い
農
地
は

雑
草
な
ど
が
茂
り
、
病
害
虫
の
発
生
、

有
害
鳥
獣
の
隠
れ
場
所
、
ご
み
の
不
法

投
棄
な
ど
を
助
長
し
、
隣
接
耕
作
者
の

営
農
に
支
障
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

農
地
の
所
有
者
ま
た
は
耕
作
者
の
方

は
、
隣
接
（
周
辺
）
営
農
者
へ
迷
惑
を

か
け
な
い
よ
う
に
適
正
管
理
を
お
願
い

し
ま
す
。

農地管理の徹底
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行政ナビ   ～  町からのお知らせ  ～行政ナビ   ～  町からのお知らせ  ～

給付金

令
和
３
年
度

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金

■
申
請
期
限
の
お
知
ら
せ

　

国
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

緊
急
経
済
対
策
」
と
し
て
18
歳
以
下
の
児

童
を
養
育
す
る
世
帯
に
給
付
金
を
支
給

し
て
い
ま
す
。
期
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、

申
請
が
お
済
み
で
な
い
方
は
お
早
め
に

お
願
い
し
ま
す
。

申
請
期
限
▼
令
和
４
年
３
月
31
日
（
木
）

ま
で

※
令
和
４
年
３
月
中
に
生
ま
れ
た
新
生

児
は
４
月
15
日
（
金
）
ま
で

※
支
援
給
付
金
は
令
和
４
年
４
月
28
日

（
木
）
ま
で

■
離
婚
家
庭
等
の
方
へ
お
知
ら
せ

　
（
支
援
給
付
金
）

　

新
た
に
対
象
児
童
の
養
育
者
と
な
っ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
既
に
支
給
さ

れ
た
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付

金
を
受
け
取
れ
な
い
方
に
対
し
、
子
育
て

を
支
援
す
る
目
的
で
実
施
す
る
も
の
で

す
。（
他
の
給
付
と
同
様
に
、
所
得
制
限
が

あ
り
ま
す
）

支
給
対
象
者
▼

　

中
学
生
以
下
は
８
月
31
日
以
降
、
高
校

生
等
は
９
月
30
日
以
降
で
令
和
４
年
２
月

28
日
ま
で
の
離
婚
等
に
よ
っ
て
、
現
在
児

童
を
養
育
し
て
い
る
も
の
の
、
子
育
て
世

帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
を
受
け
取
っ
て

い
な
い
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

手
続
き
▼

　

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、

子
育
て
支
援
課
窓
口
へ
ご
提
出
く
だ
さ

い
。
申
請
書
は
子
育
て
支
援
課
へ
ご
連

絡
い
た
だ
け
れ
ば
送
付
し
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
な

い
高
校
生
の
保
護
者
の
方
等
は
添
付
書

類
が
必
要
で
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。

　

離
婚
協
議
中
の
方
は
、
対
象
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

支
給
額
▼　

対
象
児
童
一
人
に
つ
き
10
万
円

※
元
養
育
者
か
ら
す
で
に
給
付
金
の
一

部
を
受
け
取
っ
て
い
る
か
、
児
童
の

た
め
に
消
費
さ
れ
て
い
る
場
合
は
そ

の
額
を
差
し
引
い
た
額

対
象
児
童
▼
平
成
15
年
４
月
２
日
生
ま
れ

～
令
和
４
年
３
月
31
日
生
ま
れ
の
児
童

申
請
期
限
▼
令
和
４
年
４
月
28
日
（
木
）

詳
し
く
は
▼
子
育
て
支
援
課

☎
25
・
９
２
２
０

ココ

ココ

A３

A３

広告枠
ココ

　

町
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
運
行
事
業

の
財
源
確
保
と
町
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

目
的
に
、
有
料
広
告

を
募
集
し
ま
す
。

■
停
留
所
の
標
柱

掲
載
場
所
▼
コ
ミ
ュ

バス
広告

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に

広
告
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か

広
告
掲
載
料
▼
１
枠　

月
額
３
０
０
０
円

申
込
方
法
▼
申
込
書
と
広
告
デ
ザ
イ
ン
を

ま
ち
づ
く
り
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で
広
告
を
掲
載

で
き
ま
す
。
広
告
制
作
費
用
は
広
告
主

の
負
担
に
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
▼
ま
ち
づ
く
り
課　

☎
46
・
２
９
９
０

車
内
の
広
告
枠
へ
差
し

込
み
ま
す
。

※
Ａ
３
サ
イ
ズ
以
内
は
、

フ
ィ
ル
ム
加
工
が
で

き
ま
す
。

ニ
テ
ィ
バ
ス
の
各
バ
ス
停
留
所
に
設
置
し

て
い
る
標
柱

募
集
区
画
▼
広
告
掲
載
が
で
き
な
い
一
部

の
標
柱
を
除
く
約
50
枠
（
約
30
カ
所
）

広
告
サ
イ
ズ
▼
Ａ
３
縦
サ
イ
ズ

広
告
掲
載
料
▼
１
枠　

月
額
５
０
０
円

■
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
車
内

掲
載
場
所
▼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
（
中
型
）

車
内
の
広
告
枠

広
告
サ
イ
ズ
▼

１
枠
は
縦
36
㎝
×
横
42
㎝
以
内

募
集
区
画
▼
３
枠

掲
示
方
法
▼
紙
な
ど
で
作
成
し
た
広
告
を
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町からのお知らせ行政ナビ３ 町からのお知らせ行政ナビ月

ごみ袋
広告

も
え
る
ご
み（
大
）袋
の

広
告
を
募
集
し
ま
す

　

町
は
、
ご
み
袋
に
有
料
広
告
掲
載
を
希

望
す
る
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。
受
け
付

け
後
、
掲
載
に
つ
い
て
審
査
し
、
希
望
者

が
複
数
の
場
合
は
、
抽
選
な
ど
に
よ
り
決

定
し
ま
す
。

　

法
令
に
違
反
す
る
も
の
、
政
治
性
・
宗

教
性
の
あ
る
も
の
、
誇
大
・
虚
偽
の
恐
れ

の
あ
る
も
の
な
ど
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。

広
告
を
掲
載
す
る
も
の
▼

令
和
４
年
度
中
に
作
製
す
る
町
指
定
「
も

え
る
ご
み
袋（
大
）」
78
万
枚
（
予
定
）

広
告
サ
イ
ズ
▼
縦
８
㎝
×
横
26
㎝
（
１
枠
）

募
集
枠
数
▼
２
枠

掲
載
料
金
▼
１
枠
あ
た
り
10
万
円

申
込
方
法
▼
申
込
書
に
広
告
原
稿
を
添
え

て
住
民
環
境
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
▼
３
月
11
日
（
金
）

詳
し
く
は
▼
住
民
環
境
課　

環
境
担
当

☎
46
・
２
７
３
４

広告枠２

広告枠１ ココ

ココ

　

町
は
、
令
和
４
年
度
狂
犬
病
予
防
集
合

注
射
を
次
の
通
り
行
い
ま
す
。

　

狂
犬
病
予
防
注
射
の
接
種
は
、
飼
い
主

の
義
務
と
し
て
狂
犬
病
予
防
法
に
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
を
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

予
防
注
射
料
金
▼
１
頭
に
つ
き
３
２
５
０
円

（
注
射
済
票
交
付
手
数
料
含
む
）

　

ま
た
、
飼
い
犬
の
登
録
に
つ
い
て
も
、

飼
い
主
の
義
務
と
し
て
狂
犬
病
予
防
法
に

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
集
合
注
射
の
会
場

に
お
い
て
も
手
続
き
が
で
き
ま
す
の
で
、

ま
だ
登
録
さ
れ
て
い
な
い
方
は
こ
の
機
会

に
登
録
く
だ
さ
い
（
１
頭
に
つ
き
登
録
料

が
３
０
０
０
円
か
か
り
ま
す
）。

注
意
事
項
▼

・ 

必
ず
犬
を
押
さ
え
る
こ
と
の
で
き
る
方

が
連
れ
て
き
て
く
だ
さ
い
（
押
さ
え
る

こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、
注
射
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
）。

・ 

首
輪
や
リ
ー
ド
を
し
っ
か
り
つ
け
て
き

て
く
だ
さ
い
。

・ 

犬
の
健
康
状
態
に
不
安
が
あ
る
場
合

は
、
注
射
会
場
ま
た
は
か
か
り
つ
け
の

獣
医
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・ 

こ
の
機
会
に
注
射
を
受
け
る
こ
と
が
で

令和４年度  狂犬病予防集合注射日程表（雨天決行）

月日 場　所 時　間

4/1
（金）

戸矢公民館 9 時 ～   9 時 30 分

生涯学習センター
図書館側駐車場（本町）

10 時 ～ 11 時 30 分

三代橋駅駐車場（南原） 13 時 ～ 13 時 30 分

泉山体育館（泉山防災広場） 14 時 ～ 15 時

4/3
（日）

生涯学習センター
図書館側駐車場（本町）

9 時 30 分 ～ 11 時 30 分

役場庁舎玄関付近（立部） 13 時 ～ 15 時

4/6
（水）

下山谷公民館 9 時 ～   9 時 30 分

JA 畜産加工所前駐車場
（焼肉マンハウス前駐車場・大木宿） 10 時 ～ 11 時

役場庁舎玄関付近（立部） 12 時 30 分 ～ 13 時 30 分

ありたの郷 敷地内（仏ノ原） 14 時 ～ 15 時

5/22
（日）

役場庁舎玄関付近（立部） 9 時 30 分 ～ 11 時 30 分

生涯学習センター
図書館側駐車場（本町）

13 時 ～ 15 時

狂犬病
予防

き
な
い
場
合
は
、
動
物
病
院
で
注
射
を

受
け
、
発
行
さ
れ
た
注
射
済
証
を
住
民

環
境
課
ま
た
は
東
出
張
所
へ
提
出
し
て

「
注
射
済
票
」
の
交
付
を
受
け
て
く
だ

さ
い
（
１
頭
に
つ
き
手
数
料
が
５
５
０
円

か
か
り
ま
す
）。

詳
し
く
は
▼
住
民
環
境
課　

環
境
担
当

☎
46
・
２
７
３
４

※今後の新型コロナウイルス感染症の拡大状況により、変更、
中止になる場合があります。

令
和
４
年
度

狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
を
開
催
し
ま
す

　

最
近
、
歩
道
や
個
人
の
敷
地
、

公
園
な
ど
に
犬
の
フ
ン
が
片
付

け
ら
れ
ず
に
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
、

周
辺
の
住
民
の
方
々
が
大
変
困

ら
れ
て
い
ま
す
。
散
歩
の
際
の

犬
の
フ
ン
は
必
ず
持
ち
帰
り
、

飼
い
主
と
し
て
マ
ナ
ー
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

犬
の
フ
ン
は

持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
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行政ナビ   ～  町からのお知らせ  ～行政ナビ   ～  町からのお知らせ  ～

国民
年金

国
民
年
金
保
険
料
の
学
生
納
付
特
例
の

申
請
を
受
け
付
け
ま
す

■
令
和
３
年
度
に
学
生
納
付
特
例
制
度
に

て
納
付
猶
予
を
さ
れ
て
い
る
方
で
、
令

和
４
年
４
月
以
降
も
在
学
予
定
の
方

　

４
月
以
降
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付

さ
れ
る
「
国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特

例
申
請
書
（
は
が
き
）」
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
特
例
の
承
認
を
受
け
た
方
で
、

保
険
料
の
納
付
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

納
付
書
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
武
雄
年
金

事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
初
め
て
申
請
さ
れ
る
方
・
学
校
が
変

わ
っ
た
方
（
大
学
か
ら
大
学
院
に
進
学
、

短
大
か
ら
４
年
大
学
に
編
入
も
含
む
）

　

役
場
や
武
雄
年
金
事
務
所
で
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
在
学
証
明
書
（
原
本
）
ま
た
は
学
生
証

（
写
し
）
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
▼

・ 

住
民
環
境
課　
　
　

☎
46･

２
１
１
４

・ 

武
雄
年
金
事
務
所
☎
０
９
５
４･

23･

０
１
２
１
（
音
声
案
内
①
→
②
）

　

町
外
に
住
む
大
切
な
方
へ
、「
広
報
有

田
」
を
送
り
ま
せ
ん
か
。

　

今
回
申
し
込
ま
れ
た
方
に
は
、
令
和
４

年
４
月
号
か
ら
令
和
５
年
３
月
号
ま
で

の
１
年
分
を
お
送
り
し
ま
す
。
な
お
、
４

月
以
降
も
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

料
金
▼
年
間
１
５
０
０
円

※
東
出
張
所
で
の
申
請
の
場
合
は
、
後
日

納
付
書
を
送
付
し
ま
す
。

※
４
月
以
降
に
お
申
し
込
み
さ
れ
て
も
、

料
金
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

申
込
方
法
▼

　

申
込
用
紙
（
任
意
）
に
左
記
記
載
事
項

を
記
入
の
上
、
総
務
課
ま
た
は
東
出
張
所

ま
で
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

記
載
事
項
▼
申
込
者
お
よ
び
送
付
先
そ
れ

ぞ
れ
の
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

詳
し
く
は
▼
総
務
課　

☎
46
・
２
１
１
１

募集

町
外
の
方
に
も
毎
月
お
届
け
し
ま
す

広
報
宅
配
便
の
申
込
者
を
募
集
し
ま
す

　

１
月
25
日
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
令

和
３
年
度
有
田
町
手
話
奉
仕
員
養
成
講

座
閉
講
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
は
手
話
に
興
味
が
あ
る
方

や
手
話
を
学
び
た
い
方
な
ど
を
対
象
に
、

日
常
生
活
で
必
要
な
手
話
表
現
を
習
得

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
未
経
験
者
の
方
だ
け
で
な

く
、
経
験
者
の
方
も
参
加
さ
れ
、
８
人
の

方
に
修
了
証
書
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
年
度
も
講
座
を
開
催
予
定
で
す

の
で
、
手
話
に
興
味
が
あ
る
方
や
手
話

を
学
び
た
い
方
は
、
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

詳
し
く
は
▼
健
康
福
祉
課☎

43
・
２
１
８
２

福祉

令
和
３
年
度
有
田
町
手
話
奉
仕
員
養
成

講
座
修
了
証
書
授
与
式
を
行
い
ま
し
た
！

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
お
け
る
医

療
費
の
窓
口
負
担
割
合
の
変
更
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
方
の
医
療

費
の
窓
口
負
担
割
合
が
変
わ
り
ま
す

　

令
和
４
年
10
月
１
日
か
ら
、
一
定
以
上

の
所
得
の
あ
る
方
（
75
歳
以
上
の
方
な
ど
）

は
、
現
役
並
み
所
得
者
（
窓
口
負
担
割
合

３
割
）
を
除
き
、
医
療
費
の
窓
口
負
担
割

合
が
２
割
に
な
り
ま
す
。

見
直
し
の
背
景
▼

・ 

令
和
４
年
度
以
降
、
団
塊
の
世
代
が
75

歳
以
上
と
な
り
始
め
、
医
療
費
の
増
大

が
見
込
ま
れ
る

・ 

後
期
高
齢
者
の
医
療
費
の
う
ち
、
窓
口

負
担
を
除
い
て
約
４
割
は
現
役
世
代
の

負
担
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
も
拡
大
し

て
い
く
見
通
し

・ 

窓
口
負
担
割
合
の
見
直
し
に
よ
り
、
現

役
世
代
の
負
担
を
抑
え
、
国
民
皆
保
険

を
未
来
に
つ
な
い
で
い
く
た
め
の
も
の

詳
し
く
は
▼
佐
賀
県
後
期
高
齢
者
広
域
連

合　

業
務
課　

資
格
賦
課
係

☎
０
９
５
２
・
64
・
８
４
７
６

後期
高齢者

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
お
け
る
医
療
費

の
窓
口
負
担
割
合
が
変
わ
り
ま
す
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町からのお知らせ行政ナビ３ 町からのお知らせ行政ナビ月

募
集
住
宅
▼
東
園
町
営
住
宅

※
募
集
戸
数
、
間
取
り
、
家
賃
な
ど
は
表

の
通
り
で
す
。

入居者
募集

東
園
町
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

入
居
資
格
▼

①
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る

親
族
が
い
る
方

②
町
税
（
町
県
民
税
・
国
保
税
・
軽
自
動
車

募 集  戸 数 ２戸（３階１戸、４階１戸）

建　築　年 昭和 53 年（２戸）

住　　　所 有田町立部乙 2275 番地５

間　取　り ３ＤＫ（52.80 ㎡）

 家賃（月額） 13,500 円～（所得、扶養数等により家賃が異なります）

敷　　　金 家賃の３カ月分に相当する額

備　　　考
駐車場使用料　　2,000 円 / 月（原則１戸あたり１台のみ）
共同施設利用料　3,000 円 / 月

町営住宅「東園住宅」

税
等
）
に
未
納
が
な
い
方

③
世
帯
員
の
所
得
を
合
算
し
て
控
除
後
の

月
額
所
得
が
15
万
８
千
円
以
下
の
世
帯

④
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

※
①
と
③
は
、
入
居
さ
れ
る
方
の
年
齢
な

ど
に
よ
り
要
件
が
異
な
り
ま
す
。

募
集
期
間
▼
３
月
７
日（
月
）～
18
日（
金
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
に
よ
り
決

定
し
ま
す
。
ま
た
、
入
居
予
備
者
（
抽

選
に
外
れ
た
方
で
、
今
後
、
住
宅
に
空
き

が
出
た
場
合
に
入
居
で
き
る
方
）
の
登

録
も
行
い
ま
す
。

申
込
方
法
▼

　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
次
の

①
～
④
の
書
類
を
添
え
て
建
設
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
建
設
課
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

①
令
和
２
年
中
の
収
入
を
記
載
し
た
所
得

証
明
書
（
令
和
３
年
度
分
・
同
居
す
る

家
族
の
う
ち
、
収
入
の
あ
る
方
全
員
分
）

②
住
民
票
謄
本
（
同
居
す
る
方
全
員
分
）

③
納
税
証
明
書
（
同
居
す
る
家
族
の
う
ち
、

納
税
義
務
の
あ
る
方
全
員
分
）

④
誓
約
書
お
よ
び
同
意
書

詳
し
く
は
▼
建
設
課　

☎
46
・
５
６
１
５

国際
交流

ド
イ
ツ
・
マ
イ
セ
ン
市

有
田
焼
陶
板
が
設
置
さ
れ
ま
し
た

　

有
田
町
と
マ
イ
セ
ン
市
の
姉
妹
都
市
提

携
25
周
年
を
記
念
し
て
有
田
焼
の
陶
板
16

枚
が
設
置
さ
れ
た
場
所
に
、
新
た
に
有
田
町

よ
り
寄
贈
し
た
２
枚
の
陶
板
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。
今
回
の
陶
板
に
は
、
先
に
設
置
さ

れ
て
い
た
陶
板
の
作
品
名
と
制
作
し
た
窯

元
名
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

マ
イ
セ
ン
市
と
の
姉
妹
都
市
提
携
は
、

2
月
9
日
に
43
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

▲（左から）カイ・レオンハートさん、
マイセン市第２市長、マイセン・
有田友好協会の関係者▲古川さん（左）と松尾町長（右）。

百歳祝

百
歳
祝
い

古
川
ミ
ヨ
子
さ
ん
、
馬
場
東
さ
ん

　

２
人
の
方
が
１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
、

町
か
ら
お
祝
い
状
を
お
渡
し
し
ま
し
た
。

■
古
川
ミ
ヨ
子
さ
ん
（
北
ノ
川
内
）

誕
生
日
▼
大
正
11
年
１
月
21
日

　

元
気
な
秘
訣
は
「
感
謝
し
な
が
ら
生
き

る
こ
と
。
１
１
５
歳
ま
で
生
き
る
こ
と
が

目
標
で
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

■
馬
場
東
さ
ん
（
上
内
野
）

誕
生
日
▼
大
正
11
年
１
月
29
日

　

ミ
ヨ
子
さ
ん
、
東
さ
ん
こ
れ
か
ら
も
元

気
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。
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有田のスポーツ情報
ガンバレ  アリタジン
マケルナ  アリタジン

　

令
和
３
年
度

に
ス
ポ
ー
ツ
で

活
躍
し
た
選

手
、団
体
に「
令

和
３
年
度
有
田
町
ス
ポ
ー
ツ
協

会
表
彰
」
を
贈
り
ま
し
た
。

　

受
賞
者
お
よ
び
受
賞
団
体
の

方
々
は
次
の
通
り
で
す
。〔

敬
称
略
〕

■
体
育
功
労
者
（
各
種
団
体
幹
部

役
員
で
活
動
顕
著
）

藤
本
安
廣
（
外
尾
山
）

　

有
田
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
事
務
局

長
と
し
て
16
年
間
に
わ
た
り
ス
ポ

ー
ツ
振
興
に
貢
献
さ
れ
、
協
会
の

融
合
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

■
特
別
ス
ポ
ー
ツ
賞
（
全
国
大
会

３
位
以
上
お
よ
び
本
町
体
育
の
名

声
発
揚
）

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
▼

野
田
小
温
（
南
原
）

　

第
39
回
全
国
高
等
学
校
女
子
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
選
抜
大
会 

優
勝

中
尾
彩
月
（
黒
牟
田
）

　

第
39
回
全
国
高
等
学
校
女
子
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
選
抜
大
会 

優
勝

西
山　

舞
（
戸
杓
）

　

第
39
回
全
国
高
等
学
校
女
子
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
選
抜
大
会 

優
勝

柔
道
▼

廣
瀬
正
昊
（
南
原
）

野
田
竜
成
（
南
原
）

　

第
58
回
佐
賀
県
中
学
校
総
合
体

育
大
会
柔
道
競
技 

男
子
個
人
81

㎏
級 

優
勝

森
田
羚
我
（
南
原
）

　

第
58
回
佐
賀
県
中
学
校
総
合
体

育
大
会
柔
道
競
技 

男
子
個
人
90

㎏
級 

優
勝

城
戸
優
汰
（
黒
牟
田
）

　

佐
賀
新
聞
学
童
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

柔
道
競
技 

小
学
３
年
男
子
31

㎏
未
満
の
部 

優
勝

山
本
七
菜
（
下
本
）

　

佐
賀
新
聞
学
童
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

柔
道
競
技 

小
学
５
年
女
子
の

部 

優
勝

陸
上
▼

松
村
那
奈
（
戸
杓
）

　

第
58
回
佐
賀
県
中
学
校
総
合
体

育
大
会
陸
上
競
技 

２
年
女
子

１
０
０
ｍ 

優
勝

德
久
莉
央
（
外
尾
町
）

　

第
37
回
日
清
食
品
カ
ッ
プ
佐
賀

県
小
学
生
陸
上
競
技
交
流
大
会 

６
年
女
子
１
０
０
ｍ 
優
勝

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
▼

大
川
内
奏
羽
（
境
野
）

　

佐
賀
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技 

女
子

団
体
の
部 

優
勝

サ
ッ
カ
ー
▼

有
田
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
表
彰

活
躍
し
た
個
人
25
人 

２
団
体
を
表
彰

　

第
52
回
全
国
中
学
校
柔
道
大

会 

男
子
個
人
50
㎏
級 

３
位

山
本
虎
太
郎
（
下
本
）

　

第
52
回
全
国
中
学
校
柔
道
大

会 
男
子
個
人
90
㎏
級 

３
位

ホ
ッ
ケ
ー
▼

鳥
山
麻
衣
（
山
谷
切
口 
出
身
）

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
女
子
ホ
ッ
ケ

ー
競
技
の
日
本
代
表
。
素
早
い
攻

撃
で
チ
ー
ム
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

■
ス
ポ
ー
ツ
賞
（
全
国
大
会
４
位

～
８
位
、
九
州
大
会
２
位
以
上
、

県
大
会
優
勝
）

柔
道
▼

有
田
中
学
校
柔
道
部

　

第
51
回
九
州
中
学
校
柔
道
大

会 

男
子
団
体
優
勝
、
第
52
回

全
国
中
学
校
柔
道
大
会 

男
子

団
体
５
位

赤
石　

翼
（
南
原
）

　

第
58
回
佐
賀
県
中
学
校
総
合
体

育
大
会
柔
道
競
技 

男
子
個
人
73

㎏
級 

優
勝

高
山
さ
く
ら
（
立
部
）

　

第
１
０
０
回
全
国
高
校
サ
ッ
カ

ー
選
手
権
佐
賀
県
大
会 

優
勝

ホ
ッ
ケ
ー
▼

金
子
達
哉
（
北
ノ
川
内
）

　

全
九
州
高
等
学
校
選
抜
ホ
ッ
ケ

ー
大
会 

準
優
勝

吉
永
京
伍
（
黒
川
）

　

全
九
州
高
等
学
校
選
抜
ホ
ッ
ケ

ー
大
会 

準
優
勝

■
敢
闘
賞
（
県
大
会
準
優
勝
）

セ
ラ
ミ
ー
ズ
Ｆ
Ｃ
（
フ
ッ
ト
サ
ル
）

　

第
29
回
佐
賀
県
ジ
ュ
ニ
ア
フ
ッ

ト
サ
ル
大
会 

準
優
勝

吉
永
真
菜
（
卓
球
・
広
瀬
）

　

全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会 

カ

デ
ッ
ト
の
部 

シ
ン
グ
ル
ス
準

優
勝

村
尾
優
月
（
柔
道
・
蔵
宿
）

　

佐
賀
新
聞
学
童
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

柔
道
競
技 

小
学
４
年
女
子
34

㎏
以
上
の
部 

準
優
勝

城
戸
健
汰
（
柔
道
・
黒
牟
田
）

　

佐
賀
新
聞
学
童
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

柔
道
競
技 

小
学
５
年
男
子
45

㎏
以
上
の
部 

準
優
勝

浅
田
大
喜
（
柔
道
・
南
原
）

　

第
58
回
佐
賀
県
中
学
校
総
合

体
育
大
会
柔
道
競
技 

男
子
個

人
50
㎏
級 

準
優
勝

松
尾
元
哉
（
柔
道
・
南
原
）

　

第
58
回
佐
賀
県
中
学
校
総
合

体
育
大
会
柔
道
競
技 

男
子
個

人
73
㎏
級 

準
優
勝

池
田
夢
唯
（
陸
上
・
広
瀬
）

　

第
58
回
佐
賀
県
中
学
校
総
合

体
育
大
会
陸
上
競
技 

１
年
女

子
８
０
０
ｍ 

準
優
勝

岩
谷
瑞
稀
（
水
泳
・
丸
尾
）

　

第
58
回
佐
賀
県
中
学
校
総
合

体
育
大
会
水
泳
競
技 

女
子
自

由
形
50
ｍ 

準
優
勝
、
自
由
形

１
０
０
ｍ 

準
優
勝

■  ふるさと納税   ■

　ふるさと納税で有田町に寄附いただいた件数と金額をお知ら
せします。

   件　数 　 金　額
令和４年１月分 1,101 件 38,659 千円　
令和３年度累計 36,167 件 1,345,354 千円　

※キャンセルや返金などで前月以前分が変更になり、累計が合
わないことがあります。　　  詳しくは▶総務課　☎ 46・2111
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詳しくは ▼健康福祉課　 ☎ 43・5065

皆さんに役立つ情報を紹介する保健師のコーナーです

保
健
師
と

い
っしょに

　花粉症は、スギやヒノキなどの植物の花粉が原因で、

くしゃみ、鼻水、鼻づまり、目のかゆみなどの症状が

起こるアレルギー性の病気です。

　自分は花粉症じゃないから大丈夫と思っている方も

油断はできません。体内にアレルギー反応を引き起こ

す原因物質が入ると、それを除去するための抗体 (IgE)

が作られます。その量が一定の水準を超えると花粉症

などのアレルギー疾患を引き起こしますから、去年ま

では何ともなかった人がいきなり発症することも少な

くありません。発症する水準量には個人差があります

ので、症状がなくても対策が大切です。

●花粉症の予防と対策

①花粉が付着しにくい衣服を選択する

→ナイロンやポリエステルなどの表面がツルツルした

素材がオススメです。

②洗濯物は外に干さない

花粉症はある日突然に

③帰宅時は玄関前で衣服を払ってから入室する

→付着した花粉を室内に持ち込まない。

④うがいと手洗いを行う

⑤ぬれ雑巾などで拭き掃除をこまめに行う

→掃除機だけだと周囲の花粉が舞い上がるため、ぬれ

雑巾での拭き掃除は花粉の除去に効果的です。

⑥バランスの良い食事、規則正しい生活を心がける

→生活リズムが不規則になると免疫やホルモンのバラ

ンスを崩しやすくなり、症状を悪化させることも。

⑦花粉の飛散が多い日は外出を控える

→気温が高く湿度が低い日。また、空気が乾燥して風

が強い日、雨が降った翌日は飛散が多いと言われて

います。

～症状がなくても対策を～

　花粉症を発症させない、悪化させないた

めにも、花粉を可能な限り体内に取り込ま

ないようにすることが大切です。

　　　

アリタカラ通信　- No. 56

毎月、地域おこし協力隊・ツーリズムアテンダントの活動をお届けしています。
今月は地域おこし協力隊の富田紗貴さんのコラムです。

箸置きにまつわるお話

　今年に入って我が家にまた箸置きが増えました。

一つ目は回覧板を持っていって、たまたま目にし

たかざぐるまの箸置き。ちょ

うどお財布を持っていたの

で購入したのですが、30 年

以上前の我が家でも使って

いたもので、なんだか懐かし

い気持ちになりました。もう
一つは桐箱に入った干支の箸置き、解体するお家

からわけていただいたのですが、どれも素敵な箸

置きでとびきり幸せな気持ちになりました。

　先日は「今まで箸置きは使ったことがなかった

けど、最近コラム読んで影響受けて引っ張り出し

てきて使っているよ」と役場の職員さんに言って

もらい、私の居場所がじんわりと広がっているよ

うな気がしてにやけてしまいました。

　話は変わりますが、昨年末ドイツの二家族から

小包が届きました。ドイツで育った娘のために、

お友達からクリスマスのプレゼントが届いたので

す。それぞれチョコレート菓子やカードの他、ど

れもこれも嬉しいドイツならではのプレゼントが

入っていました。お返しに日本のものを送ろうと

連絡したら、どちらの家族も日本のふりかけやラ

ーメンのリクエストと一緒に「箸置き」が欲しい

と言ってくれました。張り切って贈りたい箸置き

を選びましたが、先日、無事にドイツに届き「大

切に使うね」と連絡がありました。私の選んだ有

田の箸置きがドイツで使われていると思うとなん

だか誇らしい気持ちです。

▲かざぐるまの箸置き
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相談
▼行事名 ▼日（曜）▼実施時間 ▼場所など

行政書士
無料相談会

16（水） 10 時～ 12 時
婦人の家 講習室
相談内容：相続、遺言のみ

佐賀県行政書士会伊万里支部 山口（☎ 080-5272-4115)
こころと
からだの相談日

月～金
８時 30 分～
17 時 15 分

福祉保健センター

こころの相談
（要予約）

22（火） ９時～ 16 時　　福祉保健センター相談室
（12 時～ 13 時は除く）

予約は健康福祉課へ（☎ 43-2237）

女性総合相談 月～金 ８時 30 分～
17 時 15 分

専用ダイヤル（☎ 43-2210）
へ電話でご相談ください。
面談も対応可能です。

消費生活相談 
（要予約）

火・木
９時 30 分～ 12 時、
13 時～ 16 時 30 分

予約は住民環境課へ（☎ 46-2114）
障害者相談 月～金 ８時 30 分～

17 時 15 分
障害者生活支援センター

（☎ 29-9533）
人権相談

行政相談
16（水） ９時～ 12 時 有田町西公民館 中会議室

生涯学習センター 青少年相談室

発達障害児（者）
相談（要予約）

１（火）
15（火）

10 時～ 16 時 伊万里市役所

予約は NPO 法人「それいゆ」へ（☎ 0952-37-0250）
　※受付時間月～金　10 時～ 17 時（祝日を除く）

視覚障害児（者）
相談

　月～金 ８時 30 分～
17 時 15 分

佐賀県立盲学校
（☎ 0952-23-4672）

介護相談 15（火） 10 時～ 12 時 有田町社協会館
法律相談

（要予約）
15（火）

13 時～ 16 時 有田町社協会館
予約は社会福祉協議会へ（☎ 41-1315）

年金相談
（要予約）

９（水）　10 時～ 15 時 役場１階ミーティングルーム
予約は武雄年金事務所へ（☎ 0954-23-0121）

役場１階ミーティング
ルーム

予防接種（個別）
▼予防接種名 ▼対象者・備考

ロタウイルス 初回接種は 14 週 6 日まで

Ｂ型肝炎ワクチン 生後２カ月～１歳未満

ヒブ 生後２カ月～５歳未満

小児肺炎球菌 生後２カ月～５歳未満

四種混合（百日咳 ･ ジフテリア ･
破傷風・ポリオ）

生後３カ月～７歳６カ月未満

BCG １歳未満

ＭＲ（麻しん ･ 風しん）1 期 １歳～２歳未満

水痘（水ぼうそう） １歳～３歳未満

ＭＲ（麻しん ･ 風しん）２期
平成 27 年４月２日～

平成 28 年４月１日生まれ

日本脳炎  １期 ３歳～７歳６カ月未満

日本脳炎  ２期 ９歳～ 13 歳未満

２種混合（ジフテリア・破傷風） 小学６年生

成人用肺炎球菌
令和４年３月 31 日までに、65 歳・70 歳・
75 歳・80 歳・85 歳・90 歳・95 歳・100
歳になる方で過去に接種したことがない方

※指定医療機関は健康カレンダーを参照してください。
　また、予約の際に接種日 ･ 時間をお確かめください。

予定が変更する場合もありますのでまずは電話でご相談ください。

※母子手帳交付は、事前に健康福祉課（☎ 43・5065）へ電話でご予約をお願いします。個別対応いたします。　
※新型コロナウイルス感染拡大に伴い、日時の変更や中止になる場合もあります。 個別にお知らせします。

保健事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 詳しくは

▲

健康福祉課　☎ 43-5065

▼行事名 ▼対象者・備考 ▼日（曜） ▼場所 ▼受付（実施）時間

妊婦子育て相談 妊婦や乳幼児の保護者 ７（月） 多世代交流センターゆいたん 10 時～ 12 時
４カ月児健診 令和３年 11 月生まれ 22（火） 福祉保健センター 12 時 50 分～ 13 時 15 分
７カ月児健診 令和３年８月生まれ 15（火） 福祉保健センター 12 時 50 分～ 14 時
12 カ月児相談 令和３年３～４月生まれ 22（火） 福祉保健センター ９時～ 10 時 20 分
１歳半児健診 (2/8 から延期） 令和２年７月生まれ ８（火） 福祉保健センター 12 時 30 分～ 13 時 20 分
２歳児相談 令和２年２月生まれ 15（火） 福祉保健センター ９時～９時 30 分
３歳半児健診 平成 30 年７月～８月生まれ ３（木） 福祉保健センター 12 時 30 分～ 13 時 10 分

暮らしのカレンダー　  2022 年３月

納付のお知らせ　詳しくは

▲

税務課　☎ 46-2736

▼税目名 ▼納期限・口座振替日 ▼日（曜）

国民健康保険税
第 10 期納期限 31（木）
口座振替日 25（金）

※ 21 日は休み

※ 21 日は休み

※ 21 日は休み

※ 21 日は休み

休日医
伊万里休日・夜間急患医療センター（伊万里市立花町） ☎ 23-9910

休日歯科医
▼日（曜） ▼休日歯科医 ▼電話番号
６（日） 高瀬歯科医院（伊万里市二里町） ☎ 22-5828
13（日） 坪井歯科医院（稗古場） ☎ 42-3540
20（日） ふくだ歯科医院（伊万里市二里町） ☎ 22-1844
21（月） 堀江歯科診療所（伊万里市脇田町） ☎ 23-1188
27（日） ますだ歯科医院（本町） ☎ 41-1184
4/3（日） ますもとけんこう歯科（伊万里市松島町） ☎ 24-9688

イベント
▼行事名 ▼日（曜） ▼時間 ▼場所など

にじいろカフェ 月～金 ９時～ 16 時
多世代交流センタ

ー「ゆいたん」
子育て支援センタ
ー「ちろりん」

月～金 ９時～ 16 時
多世代交流センタ

ー「ゆいたん」
第 18 回有田雛の
やきものまつり

13（日）まで 町内各所

マイナンバーカー
ド延長受取窓口

10（木）
24（木）

17 時 30 分～
19 時 30 分

住民環境課

マイナンバーカー
ド休日受取窓口

13（日）
27（日）

９時～ 12 時 住民環境課

確定申告

15（火）まで　９時～ 16 時
※ 3/6（日）以外の土日祝日は休み

（東地区）生涯学習センター南館１階講習室
（西地区）役場１階町民ロビー

リサイクルデー
20（日） 泉山防災広場、外尾山防災広場、

立部リサイクルステーション、
有田町リサイクルプラザ

９時～ 11 時

「屋根に上る」
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有田町の国際交流員、ヴィンセント・ポール・ホイザさんのコラムです。

No.34

評価が分かれる
お菓子

　皆さん「リコリス」のお菓子

を知っていますか。

　リコリスとは植物の一種で、

この植物の根から抽出された液

を原料とするお菓子はヨーロッ

パではポピュラーな存在です。

ドイツでは、真っ黒で若干ツル

ツルしているような見た目とグ

ミに似た食感のものが主流で、

一見するとタイヤやコンセント

のコードに見えるかもしれませ

ん。これだけではインパクトに

欠けますが、このお菓子は独特

な味とにおいによって好き嫌い

の評価が分かれるでしょう。

　ドイツのお菓子といえば「ハ

リボー」を知っている人は多い

かと思います。食感は多少固め

ですがごく普通のグミですね。

同じ感覚でリコリスを口に入れ

ると ... 口いっぱいに広がる癖

の強い味とにおいにあなたは耐

えられるでしょうか。一言で言

えば漢方薬のような風味なの

で、少なくともお菓子とは思え

ないかもしれませんね。

　去年のクリスマス、ドイツの

マイセン市からたくさんのお菓

子が届き、その中にリコリスも

入っていました。同僚たちに食

べてもらいましたが、美味しか

ったと言う人は残念ながら一人

もいませんでした。渋い顔をし

ながら最後まで食べてくれるか、

耐えられず途中であきらめた人

もいました。私もリコリスは苦

手で、十数年ぶりに食べてみま

したがやっぱり苦手な味でした。

オススメはしませんが、冒険心

がある方はぜひ一度チャレンジ

して、ヨーロッパ北部のお菓子

の文化に触れてみてください！

ドイツ
Reporter

図書館からこんにちは
 おすすめの本

 ３月の開館時間・休館日

　自宅の屋根に寝転がるのが好きな

皓。中学 1 年の夏、祖父の弟子でも

ある大工の村田さんと、小学校の時

の同級生、一樹と出会います。人と

の関係や人生を見つめなおす成長物

語です。　　　　  　　（東図書館所蔵）

「屋根に上る」

「ボタニカ」

　ただひたすらに植物を愛し、その

採集と研究に全てを捧げた日本植物

学の父・牧野富太郎。愛すべき天才

の情熱と波乱の生涯を描いた長編小

説です。　　　          （西図書館所蔵）

東図書館（生涯学習センター　☎ 43・2327）

開館時間：９時～18 時　

休館日：月曜日

西図書館（役場２階　☎ 46・2915）

開館時間：９時～18 時　

休館日：火曜日

※ 21 日（月）は西図書館のみ開館します。

（かみや  としこ　著 / 学研プラス）

（朝井 まかて　著　/ 祥伝社）

 ☆水
みず

温
ぬる

む☆
　少しずつ日が長くなり、木々や花芽もほころび

はじめ、春の訪れを感じますね。 

　図書館には、季節の本や

話題の本、読み物から、暮

らしに役立つ実用書まで幅

広く所蔵しております。是

非、お出かけください。

ARITA 2022.323



地域包括支援センターは高齢者の総合相談窓口です。お気軽にご相談ください。
健康福祉課内地域包括支援センター（福祉保健センター）☎ 43・2196

運動継続が
“フレイル予防”に効果的!!

№158地域包括支援センターだより

新型コロナ感染予防での自粛生活で運動や人との交流の機会が減ると、
心身の活力も低下するなど健康への影響（フレイル）が心配されてます。

通いの場の“ザリッツ測定”で見えた、運動継続の効果!!
町内には、現在18の住民主体の通いの場があります。

それぞれ地区の公民館で介護予防サポーターの指導の

下、みんなでストレッチや筋トレ、口腔体操や脳トレ

などを行ってます。

新型コロナ感染症対策での自粛生活が始まった昨年

度より、フレイル予防を目的に通いの場にて“運動機

能測定（ザリッツ）”を行いました。（①参照）

１回目の測定結果を「維持」することを目標に、半

年ほどの期間を空け２回測定を行いました。新型コロ

ナ感染症対策により活動の休止期間もありましたが、

参加者の５～６割がパワーとスピードなど維持または

改善が見られています。（②参照）年代別にみると、維

持・改善の割合が最も高いのは「75 ～ 79歳」で、「74

歳以下」と「80歳以上」の方の維持・改善の割合は、

ほぼ同じでした。74歳以下の方が何もせずに過ごすと、

半年後、１年後はどうなっていくでしょう。

どの年齢層においても、継続的に運動を続けていく

ことでパワーやバランスは維持や向上が、フレイル予

防につながります。

「家でできる運動やウォーキングをする」「１日１回

庭先に出る」「電話で誰かと話す」など、「コロナ禍だ

から仕方ない」ではなく「コロナ禍だからこそ」でき

る活動を取り組んでみませんか。

① 運動機能測定（ザリッツ）
体重計のような機械に両足を乗せ、イス

からの立ちあがるときの「踏み込む力（パワ

② 維持または改善した方の割合
測定時期：R3年3月～ 6月と10月～ 12月
2回測定者：191人

ー）」、「スピード」、
立ち上がった時の

「バランス（ふら
つき）」を測定し
ます。
「筋力」は「踏

み 込 む 力（ パ ワ
ー）」と「スピード」
から自動的に判定
されます。
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〈相 談 窓 口〉

　　　　　佐賀いのちの電話 　　　　　☎0952・34・4343（毎日24時間）

　　　　　佐賀県自殺予防夜間相談電話 　　　　　☎0120・400・337（毎日23時～5時）

　　　　　佐賀こころの電話 　　　　　☎0952・73・5556（平日9時～16時）

　　　　　伊万里保健福祉事務所 　　　　　☎23・2101（平日8:30～17:15）

　　　　　健康福祉課　保 健 師 　　　　　☎43・5065（ 〃 ）

　　　　　障害福祉 　　　　　☎43・2237（ 〃 ）

　　　　　介 護 　　　　　☎43・2196（ 〃 ）

●からだの栄養

　まずからだの面では、脳の中の幸せを感じさ

せる「セロトニン」、喜びを感じさせる「ドーパ

ミン」という２つの神経伝達物質が、足りなく

なります。 

　この２つの材料は、卵、肉、魚などに含まれ

る「タンパク質」です。作られる過程では「鉄

分」も必要です。これらが足りないと、幸せ（セ

ロトニン）も喜び（ドーパミン）も作られなくな

って、不安や苦しさ、悲しさや怒りなどの感情

に振り回されてしまうのです。なので、バラン

スのとれた食事をするのが理想なのですが、つ

らい状況にあって、食事もままならない時、そ

れはかなり難しいです。 

　そこで、おすすめなのが、プロテインです。

よくスポーツ選手の体づくりに使われますが、

実はメンタルにも効果はあるといわれています。

卵、肉、魚などと合わせて、自分に合った方法

でタンパク質を摂ってみましょう。朝、起きた

時がおすすめです。また、鉄分は赤身肉、レバー、

シジミやアサリなどから摂れますが、難しい場

合はサプリメントでもいいと思います。

からだとこころの栄養不足
～３月は自殺予防月間です～

　3 月は年度末。年末年始とはまた違う節目です。この節目は、いろんな移り変わりがあり

ます。進学や就職または退職、家族と離れたり同居を始めるなど、環境がガラリと変わる人

もいます。反対に、変わりたいのに変われない、維持するだけで精一杯、むしろ悪い方に変

わっていってどうしようもできないという状態が多く見られるのもこの季節かと思います。

それらの変化は、ストレスとして、私たちに降りかかってきます。皆さんもご存じのように、

ストレスは、放っておくと、心身に影響を及ぼします。

●こころの栄養

　こころも栄養不足になります。コロナ禍で、人とあい

さつを交わしたり、何気ない会話をしたり、マスクを外

した笑顔のやりとりの機会が、極端に減っていると思い

ます。 

　この、人とのやりとりのことを、こころの栄養すなわ

ち「ストローク」といいます。 

　人は、ストロークを求めて生きています。ほめられた

りあたたかい声かけやハグをしたりするなど、プラスの

ストロークのやりとりができればいいです。しかし、ス

トローク不足になると、意地悪をしたり、いけないこと

をしたり言ったりして、怒られたり注意されたりしてで

も、ストローク（この場合はマイナス）を得ようとします。

　このコロナ禍で、ストローク不足を補うように、ネッ

トや SNS でストロークを得ようとしている人が多いよう

に思います。テレビやスマートフォンは、情報を見たり

聞いたりする（インプット）ことがほとんどで、話したり

書いたり行動する（アウトプット）ことが少ないように思

います。この、インプットとアウトプットのバランスも

大切だと言われています。アウトプットの割合を多めに、

例えば日記をつけたり、映画や本の感想を書き残してみ

るなど、動いてみましょう。

こころの相談 臨床心理士　児玉 真也
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情報ステーション情報ステーション InformationInformation

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

２
月
９
日

に
佐
賀
県
知

事
よ
り
、
有

田
町
消
防
団

へ
令
和
３
年

８
月
豪
雨
に

伴
う
消
防
団

活
動
に
対
し
、

消
防
団
管
理
室　

有
田
町
消
防
団
が
佐
賀
県
知

事
か
ら
の
感
謝
状
を
受
領

感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
佐
賀
県
危
機
管
理
防
災
課

の
職
員
よ
り
、
宮
﨑
団
長
へ
感
謝
状

の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
令
和
３

年
８
月
豪
雨
で
は
11
日
～
17
日
の
７

日
間
、
延
べ
５
８
５
人
の
有
田
町
消

防
団
員
が
昼
夜
を
問
わ
ず
避
難
誘

導
、
警
戒
活
動
、
水
防
活
動
等
に
従

事
し
、
有
田
町
民
の
安
心
・
安
全
の

た
め
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
有
田
町
消
防
団
は
地
域
防

災
の
要
と
し
て
、
住
民
の
負
託
に
応

え
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

有
田
観
光
協
会

　

仙
台
市
出
身
マ
リ
ン
バ
奏
者
の

朝
倉
香
絵
さ
ん
と
、
全
九
州
高
等
学

校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
の
打
楽
器
部

門
で
優
勝
し
た
有
田
工
業
高
校
３

年
の
岩
永
長
太
郎
さ
ん
、
有
田
町
在

住
で
佐
世
保
市
民
管
弦
楽
団
の
ビ

オ
ラ
奏
者
の
佐
々
木
朋
子
さ
ん
に

よ
る
ス
ペ
シ
ャ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
で

す
。
こ
れ
に
碗
琴
の
音
色
も
加
わ
り

お
客
さ
ま
を
歓
迎
し
ま
す
。
町
民
の

皆
さ
ま
も
ぜ
ひ
お
気
軽
に
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

日
時
▼
３
月
６
日
（
日
）
11
時
、
12

時
、
13
時
、
14
時
（
約
15
分
）

場
所
▼
有
田
町
大
樽　

手
塚
商
店

の
蔵
（
西
松
浦
郡
有
田
町
大
樽
１
‐
２

‐
２
）

詳
し
く
は
▼
有
田
観
光
協
会　

☎
43
・
２
１
２
１

JR
九
州
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
連
動

企
画  

春
の
足
音
コ
ン
サ
ー
ト

有
田
消
防
署

　

３
月
１
日
か

ら
７
日
は
、
春

季
全
国
火
災
予

防
運
動
期
間
で

す
。
火
災
予
防

に
対
す
る
意
識

令
和
４
年

春
季
火
災
予
防
運
動

を
高
め
、「
火
の
用
心
」
を
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

■
絶
対
に
火
災
を
出
さ
な
い
！

　

こ
の
季
節
は
空
気
が
乾
燥
し
、
風

の
強
い
日
も
多
い
こ
と
か
ら
、
火
災

が
発
生
す
る
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。

　

火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

■
山
火
事
予
防
対
策

　

こ
れ
か
ら
登
山
シ
ー
ズ
ン
や
農
業

有田セレモニーホール

☎0955-42-5523
有田町南原甲1113-11

会員募集中!

新型コロナ感染予防対策の御葬儀
相談会・見学会

心に残る ひとときを

家 族 葬

お客さまの安心と感動のために

毎日 実施中
10:00～16:00 24時間

365日アイセレモニーホームページホームページ 検 索
【有料広告】

の
始
ま
り
を
迎
え
ま
す
。
次
の
こ
と

に
注
意
し
て
山
火
事
予
防
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

・ 

枯
草
な
ど
の
あ
る
火
災
が
起
こ
り

や
す
い
場
所
、
強
風
時
お
よ
び
乾

燥
時
に
は
た
き
火
や
火
入
れ
を
し

な
い
。

・ 

た
き
火
な
ど
火
気
の
使
用
中
は
そ

の
場
を
離
れ
ず
、
使
用
後
は
完
全

に
消
火
す
る
こ
と
。

・ 

火
入
れ
を
行
う
際
は
町
長
の
許
可

を
受
け
る
と
と
も
に
、
あ
ら
か
じ

め
必
要
な
消
火
設
備
を
用
意
す
る

こ
と
。

■
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
点
検
と

交
換

　

住
宅
火
災
の
早

期
発
見
の
た
め
に

住
宅
用
火
災
警
報

器
を
定
期
的
に
点
検
し
、
10
年
を
目

安
に
交
換
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
▼
有
田
消
防
署

消
防
３
課　
　
　

☎
42
・
２
６
７
１
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情報ステーション情報ステーション InformationInformation

日
時
▼
３
月
20
日
（
日
）

　
　
　

受
付
12
時
30
分
～

場
所
▼
佐
賀
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

ビ
ル
１
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー

ル
、
４
階
城
内
記
念
ホ
ー
ル
（
佐

賀
市
水
ケ
江
１
‐
12
‐
10
）

対
象
者
▼
が
ん
患
者
・
そ
の
家
族

定
員
▼
20
人
（
受
付
順
）

令
和
３
年
度
佐
賀
県
が
ん
患

者
・
家
族
つ
ど
い
の
会

さ
ん
愛
プ
ラ
ザ

■
施
設
見
学
会

開
催
日
▼
３
月
16
日
（
水
）、
４
月

20
日
（
水
）、
26
日
（
火
）

時
間
▼
13
時
～
15
時

■
訓
練
体
験
会

開
催
日
▼
４
月
８
日
（
金
）

時
間
▼
14
時
～
16
時
30
分

内
容
▼
各
訓
練
コ
ー
ス
の
訓
練
内

容
、
関
連
す
る
就
職
職
種
や
資
格

等
に
つ
い
て
担
当
指
導
員
が
説
明

し
ま
す
。施
設
見
学
会
で
は
、実
際

に
訓
練
風
景
を
見
学
し
、
授
業
で

使
用
す
る
機
器
や
施
設
の
雰
囲
気

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　

訓
練
体
験
会
で
は
、
職
業
訓
練

の
一
部
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
一
回
の
参
加
で
２
コ
ー
ス
ま

で
体
験
で
き
ま
す
。

携
行
品
▼
筆
記
用
具
、
お
持
ち
で
あ

れ
ば
キ
ャ
ッ
プ
（
野
球
帽
）

※
動
き
や
す
い
服
装
、
靴
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
▼
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。（
施
設
見
学
は
開
催
日
以
外

で
も
受
付
し
て
い
ま
す
）

詳
し
く
は
▼
佐
世
保
訓
練
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
５
６
・
58
・
３
１
１
８

公
共
職
業
訓
練　

３
、４
月

施
設
見
学
お
よ
び
訓
練
体
験

佐
世
保
訓
練
セ
ン
タ
ー

【有料広告】【有料広告】

【有料広告】

内
容
▼

・ 

ハ
ー
プ
の
音
色

で
リ
ラ
ッ
ク
ス

中
村
理
恵
先
生

（
13
時
～
14
時
）

・ 

親
睦
・
交
流
会
（
お
茶
菓
子
付　

14
時
～
16
時
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
方
法
▼
電
話
の
み
（
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
・
家
族
同
伴
の
有
無
を

連
絡
く
だ
さ
い
）

申
込
期
限
▼
３
月
17
日
（
木
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

に
よ
り
開
催
が
中
止
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

詳
し
く
は
▼
佐
賀
県
が
ん
総
合
支
援

セ
ン
タ
ー 

さ
ん
愛
プ
ラ
ザ 

☎
０
１
２
０
・
２
４
６
・
３
８
８

　

あ
な
た
の
就

職
に
「
職
業
訓

練
」
を
生
か
し

令
和
４
年
５
月
入
所
生
を

募
集
し
ま
す

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
佐
賀

ま
せ
ん
か
。

　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
毎
月
、

無
料
で
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

募
集
科
目
▼

・ 

Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｎ
Ｃ
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
科

・ 

溶
接
技
術
科

・ 

住
環
境
Ｃ
Ａ
Ｄ
科

募
集
定
員
▼
３
科
目
合
計
17
人

募
集
期
間
▼
３
月
28
日
（
月
）
ま
で

訓
練
期
間
▼
５
月
10
日
（
火
）
～
11

月
25
日
（
金
）
ま
で

受
講
料
▼
無
料
（
全
訓
練
期
間
中
）

※
テ
キ
ス
ト
代
等
は
別
途
自
己
負
担

応
募
資
格
▼
新
た
な
職
業
に
就
こ
う

と
す
る
求
職
者
で
、
受
講
意
欲
が
あ

り
公
共
職
業
安
定
所
長
よ
り
受
講
指

示
な
ど
の
受
講
斡
旋
を
受
け
る
こ
と

が
可
能
な
方
。

申
込
方
法
▼
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
で
ご
相
談
の
上
、
応
募
書
類
を
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
▼
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
佐
賀

☎
０
９
５
２
・
26
・
９
５
１
６
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古川学習研究会（古川塾）

TEL0955-46-2110
（自宅☎0956-30-8029）

有田町立部乙2177
MR西有田駅そば

小学生
中学生

高校生

国語・算数・中学英語準備
国語・英語・数学・理科・社会
公立高・高専受験対策
数学・物理・化学
大学、専門学校受験対策

開塾1995（平成7）年

【有料広告】

情報ステーション情報ステーション InformationInformation

※１月 18 日から２月 15 日までに掲載の申し出をいただいた方々です。

お誕生おめでとう（敬称略）

氏　名 保護者 地　区 
前川　紗都（さと） 輝平・陽子 大　野

村上　暖（だん） 信彦・歩乃実 丸　尾

石井　晴世（はるせ） 政治・千帆吏 外尾町

小副川　一輝（いつき） 照敏・千佳 外尾山

倉村　諧采（かなと） 清志・真美 黒　川

吉野　心逢（みあ） 幸祐・利佳子 桑古場

おくやみ（敬称略）
氏　名  　　年　齢           地　区
小池　はるみ  　　７２ 大　樽

蒲原　茂美  　　７７           稗古場

松山　登  　　８２ 稗古場

馬場　千鶴子 　　 ９６           岩谷川内

岸川　勝子  　　９６           境　野

田代　和子 　　 ９１       大　野

川口　昭子  　　９３   桑古場

山口　照夫  　　９４   桑古場

岩永　剛  　　８８   本　町

西山　健明  　　７３   本　町

丸田　軍子  　　８２   本　町

鬼 　一也  　　６２   戸　杓

猪股　將儀  　　８０ 丸　尾

古川　照子  　　９４   応　法

中島　 江  　　９１ 南　原

林　ミツヨ  　　９９ 楠木原

福田　末次  　　９１ 北ノ川内

黒川　喜美子  　　９１ 上内野

山口　トシノ  　　８９ 上内野

山口　藤子  　　８９ 蔵　宿

中島　恒子  　　８４ 大木宿

福田　幸子  　　９０ 大木宿

西田　誼  　　８７ 立　部

川　保　光雄  　　９１ 広瀬山

渕上　昭子  　　９２ 広瀬山

前田　ツル  　　９８ 二ノ瀬

※かっこ内は前月比です。

※「施設」は町内４施設
に入所している方の合
計です。

人の動き　　令和４年２月１日現在

人　口   19,229 人 （‐36 人） ３　区 1,105 人 ９　区 904 人 15　区 575 人

男　性 8,982 人 （‐11 人） ４　区 1,694 人 10　区 987 人 16　区 834 人

女　性 10,247 人 （‐25 人） ５　区 1,729 人 11　区 1,367 人 施　設 189 人

世帯数 7,785 世帯 （‐14 世帯） ６　区 1,846 人 12　区 952 人

１　区 591 人 ７　区 936 人 13　区 985 人

２　区 932 人 ８　区 2,075 人 14　区 1,528 人

ECCジュニア
◦英語が話したくなる 

生徒が主役の体験型レッスン
◦「聞く・話す・読む・書く」 

４つの力をバランスよく

有田町黒川
丙608-19

☎0955-46-5985
☎090-8768-3084（永末利恵子）

【有料広告】

防災行政無線のメール登録をお願いします
　防災行政無線を聞き逃した場合でも、携帯電話に
届くメールで内容を確認することができます。
　右の QR コードを読み取るか、下のアドレスから登
録をお願いします。
PC・スマホ▶ https://plus.sugumail.com/usr/saga-
arita/home
ガラケー     ▶ https://m.sugumail.com/m/saga-arita/
home
※電話で放送内容を確認するときは☎ 46･2961

▲ PC・
　 スマホ

▲ガラケー

■  町交際費 １月 ■

項　目 金　額 備　考

会　費 10,000 円 有田はなぶさ会新年会会費

合　計 10,000 円

詳しくは▶総務課　☎ 46・2111
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３月生まれお誕生日おめでとう

令和３年３月 10 日 生まれ

絃人、１歳おめでとう！

いっぱい遊んでモリモリ食

吉
よし

永
なが

 絃
げん

人
と

 くん

（ 上内野 ）
１歳

べてすくすく

と大きくなっ

てね♡

令和３年３月２日 生まれ

苺が大好きな輝希☆１歳

のお誕生日おめでとう♪

野
の

田
だ

 輝
こう

希
き

  くん

（中樽 ）

１歳

令和３年３月４日 生まれ

日々の成長に驚きと喜び

でいっぱい♪結斗の笑顔

草
くさ

場
ば

 結
ゆい

斗
と

 くん

（ 戸杓 ）

１歳

毎日素敵な

笑顔ありが

とう☆

令和２年３月８日 生まれ

毎日パワフルな萊心にい

つも元気をもらってる

大
おお

坪
つぼ

 萊
り

心
あ

  ちゃん

（ 南原 ）

２歳

よ！ 生まれてきてくれ

てありがとうママの宝物

です♡

につられて

家族みんな

笑顔だよ！

令和３年３月８日 生まれ

１歳おめでとう♪これから

もたくさんのスマイルを見

（ 二ノ瀬 ）

１歳

せてね☆うまれ

てきてくれてあ

りがとう♡

令和３年３月９日 生まれ

お誕生日おめでとう！元気

いっぱい！皆の後を追いか

樋
ひ

渡
わたし

 律
り

人
ひと

  くん

（ 桑木原 ）

１歳

ける姿がかわ

いいです♪

池
いけ

田
だ

 美
み

咲
く

 ちゃん

お誕生日おめでとう☆４月生まれ出演者大募集 !

対 象 者 …４月にお誕生日を迎える町内在住の３歳以下のお子さん
申込方法  …メールまたは郵送でお子さんの氏名（ふりがな）・生年月日・

性別・地区名・保護者の氏名・電話番号・ 写真にお誕生日
おめでとうメッセージ（40 字以内）を添えて下記係まで。

申込締切日  … ３月 10 日（木）
あ て 先 … 〒 849 - 4192　有田町立部乙 2202　有田町役場　 
　　　　　　総務課　「 お誕生日おめでとう 」係
　　　　　    Ｅメール　soumu@town.arita.lg.jp
※ 応募多数の場合は抽選となります。写真は返却できません。

令和３年３月 12 日 生まれ

お誕生日おめでとう！いつ

も笑顔いっぱいのゆいな♡

千
ち

々
ぢ

岩
いわ

 唯
ゆい

菜
な

  ちゃん

（ 下山谷 ）

１歳

これからもお姉

ちゃんと仲良く

遊んでね♪

平成 31 年３月 22 日 生まれ

お兄ちゃん姿も様になった

章ちゃん！いっぱい笑って

三
み

原
はら

 章
しょう

太
た

郎
ろう

  くん

（ 外尾町 ）

３歳

食べて遊んで

大きく成長し

てね♪  

令和３年３月 29 日 生まれ

愛莉 1 歳の誕生日おめで

とう♡これからも沢山の笑

楠
くす

本
もと

 愛
あい

莉
り

  ちゃん

（ 南原 ）

１歳

顔みせてね！元

気いっぱい育っ

てね！

ARITA 2022.329



今年は

TVで！

住職であり
シンガーソングライター
でもあり、各地で
講演など活発に
活動中! 

［主催］ 有田女性まつり実行委員会 TEL0955-46-2990　［共催］ 有田町

今年は新型コロナウイルス感染状況を踏まえ
「ケーブルテレビによる収録・放映」形式で開催
今年は新型コロナウイルス感染状況を踏まえ
「ケーブルテレビによる収録・放映」形式で開催

  令和4年度 女性フェスタ講演会
「支えあう いのち」　　　　　　　  講 師： 
プロフィール：法泉寺住職／上本村こども雅楽主宰／NPO法人 べんじゃらきっず理事長

  特別公演
有田はがくれ劇団 美田ん中
 【演目】 手品・変面・歌・踊り

  ステージ発表団体    ※順不同 
花バトンチーム ／ 有田相撲甚句の会 ／ ＡＫＭアミューズ ／ ショークワイア［Bis!］　　　　

今年度は、新型コロナウイルス感染症の感染状況に鑑み、例年の企画に変えて、
「女性フェスタin有田」は、有田ケーブルネットワーク「イレブンテレビ」にて
下記のとおり放送予定です。視聴者プレゼントもご用意！どうぞ、ご覧ください。

ももたに　 ほうしん

桃谷 法信 氏

in 有田in 有田

令和４年

３ ⁄ 14㊊～20日

絆  ～活き活きと つなげよう未来へ
～

  番組放送内容
・講演会　・特別公演　・ステージ発表
・有田女性まつり実行委員会に所属する団体の紹介　・視聴者プレゼント

  放送日 

視聴者
プレゼントも
あるんだって！

））


